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概要

大部屋の車椅子用トイレ内で物音がしたため、看護師が駆け付けトイレを開けようとしたが、ドアが開放できなかっ

た。隙間から除くと患者は扉に対し平行にうつ伏せ状態で倒れていた。 患者氏名を確認すると、患者は名前を言う

ことができ、意識があることを確認した。 この状態では扉が開かず救出できないため、患者に動くよう伝えるが自

力で動けなかった。看護師が扉の隙間に手を入れ、患者の頭部を押し、患者自身にも少しづつ動いてもらった。 2～

3分程で扉が開放できた。主治医、看護師で患者を車椅子に移乗させた。ベッドへ移動後に診察したが、問題はな

かった。

要因

術後11日目、トイレの際患者は毎回ナースコールを押してくれていたが、今回は一人でできると思った。パジャマの

ズボンを下ろそうとした時によろけて転倒した様子である。倒れた位置が扉と並行となった。当該病棟の車椅子用ト

イレは回転式扉だったため、倒れた患者に接触し、扉が開放できなかった。

対策

軽量折れ戸に変更する予定

物的環境に関連するインシデント・アクシデント事例
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